











目的で，英語の要修得単位がそれまでの 6 単位から 8 単位に変更された。当時この措置は，本学
の 1 年生の半数にあたる 8 学部，約 1,000 名を対象とするものであった。この英語 8 単位化の概

































　英語 8 単位化にかかるこれらの実践は，経済学部および生物生産学部の 1 年生を対象として平成
17 年度から平成 22 年度まで実施されていた，キャンパス・ユビキタス・プロジェクト（以下「CUP」）
にかかる英語教育実践の経験と成果の延長線上でなされることとなった（榎田・磯田・前田・田頭，











　英語 8 単位化にかかる授業実践においても，これらの CUP での実践内容が活用されることと
なった。CUP 対象の「コミュニケーション IB・IIB」において，オンライン学習は同科目の一部
であったのに対し，英語 8 単位化に伴う「コミュニケーション基礎 I・II」は独立した授業科目
となった。「コミュニケーション基礎 I・II」の教材はすべてオンラインで提供され，自学自習の
みによる学修を要するため，これを大規模に展開するにあたり，ドロップアウトを防止するため







　「広大スタンダード 6000 語彙リスト」の正式運用は平成 23 年度となるが，これに先立ち，平
























語），および水本（2004）による TOEIC(R) テスト頻出語彙リストの一部（2,526 語）である。さ




これら 4 種類のリストに含まれる計 12,500 語（重複含む）を候補としてリストアップし，個々
の単語につき，センター所属の英語教員 4 名による評定の作業が行われた。各教員の直観に基づ
き，本学の 1 年生にとって簡単すぎると思われる語は 5，逆に難解すぎる語は 1，その中間の語
はその程度に応じて 5 段階の評定が行われた。これらの結果を集計した結果，平均値が 1.75～4.25
の範囲に属する語群より，リストに掲載する単語が選定された。平成 21年度の試験運用では 4,000







文は，平成 24 年度から標準レベル 4,000 語に付加され，その後平成 28 年度には発展レベル 2,000
語にも付けられた。6,000 語の全単語に例文と日本語訳を付けるという膨大な作業は，「英語力向
上 WG」を中心に，英語ネイティブスピーカーの教員を含むセンターの英語教員全員の協力によ
















て平成 13 年度に開発された，オンライン自学自習型語彙学習教材システム（VP システム）をベー









支障にならないよう配慮されている。Unit 1 から 10 では 10 語ずつ学習し，続く Unit 11 から 15
では，それまでに学習した 100 語がシャッフルされ，今度は 20 語ずつ同じ要領で学習とテスト












a01-a20 標準レベル 2,000 語
b01-b10 発展レベル 1,000 語
コミュニケーション基礎 II
（3,000 語）
a21-a40 標準レベル 2,000 語
b11-b20 発展レベル 1,000 語
図３　「オンライン単語学習」の学習モード（左）とテストモード（右）
　「オンライン単語学習」における「広大スタンダード 6000 語彙リスト」の構成を表 1 に示す。
「コミュニケーション基礎 I・II」は計 60 チャプターで構成されており，前期・後期ともに，標
準レベル 2,000 語（20 チャプター），発展レベル 1,000 語（10 チャプター）の学習が課せられて





a01-a20 標準レベル 2,000 語
b01-b10 発展レベル 1,000 語
コミュニケーション基礎 II
（3,000 語）
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a01-a20 標準レベル 2,000 語
b01-b10 発展レベル 1,000 語
コミュニケ 基礎 II
（3,000
a21-a40 標準レベル 2,000 語
b11-b20 発展レベル 1,000 語
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　文法知識養成用の WBT 教材システムには，「サッと英作！」が用いられた（図 4）。「サッと英
作！」は，安田女子大学（広島市）で開発され，2002 年 10 月より北辰映電株式会社（同）から
提供された WBT システム「YASUDA SYSTEM」（松岡 , 2003）の一部で，簡単な記述により複
数の正解に対応した和文英訳問題や英文並べ替え問題を作成することが可能なシステムである。
現在のバージョンでは，学習者の画面サイズに応じて表示サイズを変更できる機能が提供されて






分程度の音声ファイル計 100 本を作成し，専用のウェブサイトで公開した（図 5）。これらのファ
イルは汎用性のある MP3 形式で，ポッドキャストでも提供されている3）ので，学生は冊子体の
教科書を使いながら，パソコンやスマートフォンでいつでも音声による学習が可能である。
　以上の WBT 教材は，広島大学のオンライン学習管理システム（Learning Management System）















　「広大スタンダード 6000 語彙リスト」とその WBT 教材は，「コミュニケーション基礎 I・II」
および同科目と連携している「コミュニケーション IB・IIB」で活用されている。
4.1　運営体制
















1 IB 授業概要の説明；基礎 I ガイダンス；英語実力診断テスト
2 HTa01-a02, L001-080, G001-042
Unit 1: Finding a Job
Unit 2: Dining Out3 HTa03-a04, L081-160, G043-084
4 HTa05-a06, L161-240, G085-126
5 第１回小テスト（第 2 回～第 4 回の内容＋ HTb01-03）
6 HTa07-a08, L241-320, G127-168
Unit 3: Business Meeting
Unit 4: Travel(1) 
Unit 5: Entertainment(1)
7 HTa09-a10, L321-400, G169-210
8 HTa11-a12, L401-480, G211-253
9 HTa13-a14, L481-560, G253-294
10 第２回小テスト（第 6 回～第 9 回の内容＋ HTb04-06）
11 HTa15-a16, L561-640, G295-336
Unit 6: The Office
Unit 7: Shopping 
Unit 9: Entertainment(2)
12 HTa17-a18, L641-720, G337-378
13 HTa19-a20, L721-800, G379-421
14 TOEIC L&R IP テスト
15 英語実力診断テスト
期末 第３回小テスト（第 11 回～第 13 回の内容＋ HTb07-10）
　毎回の授業の冒頭で実施される「確認テスト」の一部として，あらかじめ指定された範囲のチャ
プターから単語問題が出題される（表 2「確認テスト範囲」で HT と記されている箇所。L，G は，
同科目で自学自習用オンライン教材として用いられている「ぎゅっと e」のリスニングとグラマー
の問題番号を指す）。教科書は，先述の『Power-Up Practice for the TOEIC(R) Test』をベースとした『A 





















Browne, Culligan, and Phillips（2013） に よ る「New General Service List (NGSL)」 や「New 









れに伴い，現在の「コミュニケーション基礎 I・II」受講学生は約 850 名となっている。
2）8 単位化対象クラスの履修生には，同科目で自学自習用オンライン教材として用いられてい
る「ぎゅっと e」の利用料金を含め，各 1,070 円で販売されている。
3）ウェブサイトの URL は<http://pod.flare.hiroshima-u.ac.jp/cms/tango.php>。
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ABSTRACT





Institute for Foreign Language Research and Education
Hiroshima University
　　 In this paper, the development of an original EFL vocabulary list for the undergraduate students at 
Hiroshima University is reported on, along with the way the list has been utilized in the EFL curriculum 
there.  The Hirodai Standard 6000 Vocabulary List (HiroTan), first developed by the Institute for Foreign 
Language Research and Education (FLaRE) in 2010, has been used in the new online-based compulsory 
EFL courses, targeting approximately 1,000 first-year students at the university each year.  A total of 6,000 
English words that are used in daily, business, and academic contexts were selected, and then divided into 
two levels: 4,000 for the Standard level and 2,000 for the Advanced level.  The list was compiled based on 
several existing vocabulary lists, such as the Academic Word List (Coxhead, 2000), the JACET 8000 Word 
List (Aizawa et al., 2005), and two TOEIC®-related word lists (Mizumoto, 2004; Enokida et al, 2008).  All 
the English instructors at FLaRE worked together to write a sample sentence and its Japanese translation 
for each of the 6,000 entry words.  An original WBT (web-based training) system was used to provide 
learning materials for the online courses, and the list was also made available in printed form.
　　 In the online courses, students are required to learn 3,000 words in the list per semester (15 weeks) 
and 6,000 per year using the WBT system.  Part of the course content is linked to other compulsory, 
classroom-based EFL courses, so that students can be assisted to consolidate their vocabulary knowledge 
on a face-to-face basis.  Our future plans include: 1) the replacement of the old, Adobe Flash-based WBT 
system with the new, HTML5-based one, and 2) a major update of the list to include a range of new 
important words that appear in the latest vocabulary lists, such as the New General Service List and the 
New Academic Word List (Browne et al., 2013).
